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切れないのである。そして,胞子と種子とを

比べた場合,胞子は葉緑体をもっており,す

ぐさま自活を強いられるらそれにくらべ,種

子は十分に栄養のある「べんとう」をもたさ

れている。だから休眠もできる。これでは,

勝負にならない。これで,胞子の く準製乱造〉

の意味もわかるというものである。

このあと,「種子の身体検査,発芽させよ

う,裸子と被子植物,草 と木」の学習へと発

展させたo
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